
いなほ工場エネルギー削減事例



いなほ工場のDXによるエネルギー消費削減

北菱電興 いなほ工場

✓ 自社工場であるいなほ工場を実験の場として活用

✓ 工場設備の消費エネルギーの可視化および削減
✓ 改善事例は工場見学を通して社外に配信
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CO２排出量の可視化ツールを金沢機工×北菱電興で共同開発

CO２ Compass
カーボン コンパス

北菱電興いなほ工場にて実装

https://co2-compass.jp/


システム構成

Air
Compressor

✓ いなほ工場基板製造ラインの設備ごとの電力、稼働をロギング
✓ エア、Ｎ２の流量監視および大元のコンプレッサーの流量をロギング

基板製造ライン コンプレッサー

サーバー

エア、N2 流量データ

電力データ

稼働データ 電力データ

エア、N2 流量データ

SCADA
（GENESIS64）
でロギング、
可視化、分析

生産
データ



CO2 Compassの特徴

コンプレッサーのエアー流量も装置毎にCO2排出量に換算する ※特許出願中

コンプレッサーの電力とエアー流量を計測し、電力を装置毎のエアー流量で按分して
算出した値を、装置毎のエアー流量における電力とし、そこからCO2排出量に換算する

従来

コンプレッサーの電力使用量
からCO2排出量を算出

全生産数で按分

製品Ａ 製品Ｂ 製品Ｃ

生産管理データ

製品１個あたりのCO2排出量
を概算でしか算出できない

効果的な対策を講じることができない

コンプレッサー

CO2 Compass

装置毎

製品ごとに
P1×Q2/Q1×CO2係数

でCO2排出量を算出製品Ａ 製品Ｂ 製品Ｃ

生産管理データ

製品１個あたりのCO2排出量
を正確に算出

効果的な対策を講じることができる

コンプレッサー

電力：P1

流量：Q1

流量：Q2

コンプレッサー
は、工場全体の
電力使用量の

20～30%を
占めるため、

重要

CO2排出量のボトルネック(工程や製品)が特定できない CO2排出量のボトルネック(工程や製品)が特定できる



CO2 Compass画面例



電力の可視化

1日、48kWh 年間約22,000 kWh の非稼働消費が判明
→ 電力量 年間約77万円 CO2 年間 9.7t-CO2 削減見込み

夜間にも複数の設備で
電力を消費していること

が判明



エア・N2流量の可視化

エア流量の可視化。古い設備はエア消費量が多い傾向。
副次的に流量計取付時にエアホースの劣化によるエア漏れ3ヵ所発見。

新しい省エネ型の設備は
エア消費量が少ない
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